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会社概要

(2023年3月31日時点)
設立
1912年(大正元年)11月25日

代表者
代表取締役社長 青木 武志

資本金
641億52百万円

2022年度 売上高
4,175億49百万円

2022年度 経常利益
761億76百万円

本社所在地
〒503-8604
岐阜県大垣市神田町2-1

従業員数
連結 12,744名
単体 3,669名



問①

バイオスティミュラントとは？



(※参照)バイオスティミュラントとは？｜日本バイオスティミュラント協議会 (japanbsa.com)

高温・低温
乾燥・過湿
低日照
物理的な被害

https://www.japanbsa.com/biostimulant/biostimulant-jbsa.html


(※参照)かんたん解説 バイオスティミュラント｜日本バイオスティミュラント協議会 (japanbsa.com)

https://www.japanbsa.com/biostimulant/bs-commentary.html


(※参照)かんたん解説 バイオスティミュラント｜日本バイオスティミュラント協議会 (japanbsa.com)

https://www.japanbsa.com/biostimulant/bs-commentary.html


新しい有効成分をもつリーフエナジー

１．ひまわり油が出発原料

２．酵素で発酵して得られる希少脂肪酸が有効成分

酵素発酵

◼ リーフエナジーは植物油を酵素発酵した脂肪酸バイオスティミュラントです

リーフエナジーの有効成分：13オキソ脂肪酸

13-oxo-ODA摂取群では肝臓における
脂肪酸酸化関連遺伝子群の発現増加と同時に、
エネルギー代謝亢進の指標である直腸温の上昇が認められ、

トマトから脂肪肝、血中中性脂肪改善に有効な健康成分を発見：効果を肥満マウスで確認 | 京都大学 (kyoto-u.ac.jp)

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/archive/prev/news_data/h/h1/news6/2011/120210_1


植物における脂肪酸 ~生体維持に必須な一次代謝物~

4kcal/g

4kcal/g

9kcal/g
・作りにくい
・使われたら高エネルギー



余談①・・・油脂と脂肪酸

脂質、中性脂肪、油脂

リーフエナジーの脂肪酸は浸透する
油脂は浸透しない



問②

「高温で植物の呼吸が増え疲れる」
聞いたことがありますか？



光エネルギー水

酸素

二酸化炭素

光合成によるATP生産 呼吸によるATP生産

糖

ATP

光合成 呼吸

リーフエナジーのストレス緩和効果の推察

◼ LEにより、呼吸で消費される糖が減る事で生育サポートされていると考えられる

二酸化炭素 ATP

酸素

水

脂肪酸

稼ぎを増やすよりも節約する方が簡単

LE効果



余談②・・・ジョギングダイエット、農業資材の糖の目的

菌のエサとなり土壌改良効果を生む
例：キチン⇒放線菌のエサとなり糸状菌割合を減らす

●ジョギングダイエット時間と消費される栄養

1. 0～20分 ⇒糖質
2. 20～30分 ⇒脂質
3. 30分~ ⇒タンパク質(筋肉) ※タンパク質→ペプチド→アミノ酸

★使いやすいエネルギー
糖＞脂質＞タンパク質

ただし、糖は・・・



葉身糖分量の増加量比較

◼ LEの施用により葉身糖分量をバランスよく向上している事が確認される

1糖
2糖：トレハロース

10糖11糖
12糖

3糖

無処理

LE
葉身糖分量の増加イメージ
バランス良く糖分量が増加葉身糖分量バランス

LE施用後

※糖の消費を抑える事で植物自身が作る糖が残りバランスのよい糖成分比維持していると考察される



リーフエナジー施用により活性化される機能

◼ リーフエナジーの施用により基礎代謝を中心に多くの遺伝子が活性化しています

①基礎代謝：エネルギー吸収,貯蔵 など
→肥料吸収効率の向上、活動エネルギーの保有

②抗酸化：二次代謝物の生産 など
→活性の高い根(白根)の維持、活性酸素除去

③防御関連：病害抑制 など
→病害に抵抗する力を高める

④植物ホルモン：生長促進 など
→根・茎葉の生育速度の向上、花付きの向上0
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LEで活性化された遺伝子数(24Hr後)

リーフエナジーを施用することで生命活動の根幹である基礎代謝が上がり、
成長ホルモン合成や免疫力向上、劣化(酸化)防止といった効果が連鎖的に得られます

① ②

③④



問③

生産者の栽培、収穫物のお困りごとは？
a) 困りごとの原因推察
b) 推定原因の発生タイミングは？
c) 推定原因の発生理由は？

植物状態が原因と予想される場合、
リーフエナジーが解決策になるかもしれません。



リーフエナジー施用方法

◼ LEは水に溶ける脂肪酸であるため根から吸収されます
◼ 界面活性効果により葉の表面に素早く濡れ広がり、葉のワックス層から素早く
浸透し植物に吸収されます

葉身内部

ワックス層
LEAFENERGY

H2O LE+
水

●潅注施用時 ●葉面散布時

緩やかに代謝され長期的(1か月)な

全身のエネルギー維持役立ちます

素早く全身に吸収され、

即効的に栄養・生殖成長に働きます



リーフエナジーの効果のイメージ(ベクトルを長くする)

栄養成長 栄養成長生殖成長 生殖成長

・リン酸処理
・温度
・日照etc...

栄養成長 栄養成長生殖成長 生殖成長

・リン酸処理
・温度
・日照etc...

栄養成長 栄養成長生殖成長 生殖成長

・リン酸処理
・温度
・日照etc...

LEAFENERGY

葉や光合成量を
高める手法

慣行

馬力不足

生殖成長不足

チッソ分の投下をするため
栄養成長に傾きやすい

肥料分がないので成長方向は
決められない
→施肥、栽培管理で決めた
成長方向をより伸ばす



リーフエナジーによるホルモン合成活性化

◼ 肥培管理/環境に応じた植物ホルモン合成能力が活性化されると考察される

●LEAFENERGY処理24時間後の植物ホルモン量 サイトカイニン(t-ゼアチン)/オーキシン(インドール-3-酢酸)

頂葉未切断箇所 頂葉切断 (オーキシン合成停止)箇所*unit: ng/gFW *unit: ng/gFW

サイトカイニン
根の活性

オーキシン
茎葉の活性

Av. 4.7

Av. 6.5

Av. 5.9

Av. 3.8
Av. 4.1

Av. 5.1

Av. 0.2 Av. 0.2

サイトカイニン
根の活性

オーキシン
茎葉の活性

有意差無し 有意差あり

有意差無し

有意差あり

※評価方法(対象：水稲苗)

頂葉切断
24時間後
ホルモン分析

LEAFENERGY散布

LEAFENERGY
無処理

無処理

無処理

無処理

LEAFENERGY
LEAFENERGY

LEAFENERGY



LEの施用タイミング・方法の考え方①
●生育ステージや生育転換期が明確なもの(例 ニラ)
タイミング：定植、追肥による生育促進、管理などにより生育促進/転換が起こる前後
散布方法：葉面散布 (農薬や肥料と混用可能)
希釈倍率：体力消費予測で300~500倍/800~1000倍希釈を選択



LEの施用タイミング・方法の考え方②
●生育転換が継続する果菜類
タイミング：定植前、定植以降月１回もしくは月２回
散布方法：潅注、葉面散布 ※生育転換を積極管理しない人には潅注がオススメ
希釈倍率：定植前は300~500倍。定期施用は250ml-月１回/125ml-月2回



品種：スイートコーン(ゴールドラッシュ)
LEAFENERGYの散布：6/3@4~5葉期
定植日：6/10
観察日：6/24

無処理区 LEAFENERGY

定植された苗は活着の為に、自身の葉緑素(アミノ酸)もエネルギーとして使用している。
その為、葉の色落ちなどが見られる。
一方、LEAFENERGYを散布した苗はエネルギー量が高く色落ちせずに活着が進む。

定植(植え替え)は植物にとって一番のストレス



品種：イネ(日本晴れ)
LEAFENERGYの散布：播種7日後@2~3葉期
観察日：LEAFENERGYの散布7日後
試験所：当社ラボ

温度条件：日照；明14時間/暗10時間、気温；35℃設定

無処理区 LEAFENERGY
高温下でも健全生育

高温ストレス条件でのLEAFENERGYの効果

草丈-3.5cm

基礎代謝が向上

高温条件下でも
吸肥力が低下しにくい



無処理区 LEAFENERGY

干ばつストレス条件でのLEAFENERGYの効果

品種：レタス(シスコ)
LEAFENERGYの散布：2~3葉期
観察日：LEAFENERGYの散布2週間後
試験所：当社ラボ

※観察日までの1週間は潅水せずに放置

早くしおれる 干ばつ下でも枯れにくい

干ばつ下でも
枯れにくい

エネルギーが向上

生体維持に必要な
エネルギーを保有している



ご清聴ありがとうございました


